
唐
代
伝
奇
「
杜
子
諾
諾
」
に
見
え
る
道
教
的
用
語
再
考
（
上
）

増

子

和

男

 
 
前
 
言

 
か
つ
て
筆
者
は
、
唐
墨
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
関
す
る
一
連
の
論
考
に
お
い

て
、
作
品
中
、
見
出
さ
れ
る
用
語
の
泉
源
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ら

の
用
語
は
、
一
見
荒
唐
無
稽
、
作
者
の
想
像
力
の
産
物
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る

が
、
そ
の
大
部
分
は
先
行
す
る
イ
ン
ド
説
話
、
志
怪
や
伝
奇
、
さ
ら
に
は
儒
、

仏
、
道
各
教
の
典
籍
に
零
墨
を
求
め
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
先

行
す
る
時
代
乃
至
は
同
時
代
人
の
詩
文
に
も
、
用
例
を
徴
し
う
る
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
用
語
は
、
作
者
と
同
時
代
の
読
者
た
ち
に
、
あ
る
特

定
の
イ
メ
ー
ジ
が
共
有
さ
れ
る
こ
と
を
予
期
し
つ
つ
、
意
識
的
・
意
図
的
に
用

い
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。

 
就
中
、
こ
の
物
語
の
仙
薬
精
錬
と
完
成
の
成
否
の
鍵
を
握
る
「
試
し
」
と
呼

ば
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
に
現
れ
る
道
教
的
用
語
を
検
討
し
、
「
作
者
は
道
教

に
精
通
し
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
作
者
が
、
自
ら
と
ほ
ぼ
同
水
準
に
あ
る
特
定

の
読
者
を
想
定
し
て
作
っ
た
の
が
、
本
作
品
で
あ
ろ
う
と
述
べ
た
。

 
し
か
し
、
そ
の
後
、
新
た
な
資
料
も
手
に
入
り
、
何
人
か
の
方
々
か
ら
も
貴

重
な
助
言
を
受
け
た
。
ま
た
、
周
囲
を
取
り
巻
く
研
究
環
境
の
急
激
な
変
化
-

具
体
的
に
は
、
電
算
機
処
理
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
索
引
が
陸
続
と
し
て
発
刊
さ

れ
た
こ
と
、
ま
た
様
々
な
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
相
次

い
で
公
開
さ
れ
た
こ
と
等
々
1
に
よ
っ
て
、
先
の
論
考
を
補
訂
す
べ
き
点
が
生

じ
、
更
に
は
、
右
に
述
べ
た
指
摘
の
妥
当
性
を
も
再
検
討
す
る
必
要
が
生
ず
る

こ
と
と
な
っ
た
。

 
本
稿
で
は
、
先
の
論
考
で
検
討
し
た
道
教
的
用
語
の
幾
つ
か
の
補
訂
を
行
い
、
 
的

そ
の
再
検
討
を
通
じ
て
、
作
者
と
当
時
の
一
般
的
読
者
た
ち
の
「
道
教
に
つ
い
 
 
臣

て
の
造
詣
の
深
さ
」
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
か
を
改
め
て
見
直
す
こ
と

と
し
た
い
。

本
論
に

入
る 一
前

に

作
品
の
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
あ
ら
ま
し
を
記
し
て
お
く
。

①
放
蕩
の
限
り
を
つ
く
し
て
無
一
物
と
な
っ
た
主
人
公
杜
子
春
は
、
親
類
縁

 
者
の
こ
と
ご
と
く
に
見
放
さ
れ
て
、
落
暁
し
て
長
安
東
市
の
西
門
に
た
た
ず

 
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
不
思
議
な
老
人
か
ら
、
三
度
に
渉
っ
て
金
銭

 
的
援
助
を
受
け
る
。

②
し
か
し
、
こ
の
う
ち
二
度
は
、
生
来
の
遊
蕩
癖
が
頭
を
も
た
げ
た
こ
と
に



 
よ
っ
て
、
蕩
尽
し
て
し
ま
う
。

③
よ
う
や
く
三
度
目
に
し
て
、
浮
き
世
の
義
理
を
果
た
し
た
子
春
は
、
老
人

 
に
従
っ
て
長
安
の
東
に
あ
る
華
山
の
北
峰
・
雲
台
峰
に
登
り
、
そ
こ
に
あ
る

 
一
塁
で
、
衣
服
を
道
士
の
も
の
に
改
め
た
老
入
か
ら
、
何
が
起
こ
っ
て
も
沈

 
黙
せ
よ
と
の
厳
命
を
受
け
る
。

④
果
た
し
て
老
人
の
言
っ
た
通
り
、
先
ず
大
将
軍
と
称
す
る
者
が
大
軍
を
率

 
い
て
登
場
し
、
子
春
に
名
を
名
乗
る
こ
と
を
要
求
し
て
威
嚇
を
加
え
る
が
、

 
子
春
は
一
言
も
発
し
な
い
。

⑤
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
、
猛
獣
、
悪
鬼
羅
刹
、
妖
魔
の
類
が
子
春
を
責
め

 
苛
む
が
、
彼
は
一
言
も
発
し
な
い
。

⑥
再
び
登
場
し
た
大
将
軍
に
よ
っ
て
、
子
春
の
妻
が
引
き
出
さ
れ
、
つ
い
に

 
 
ざ
た
い
朽

 
は
到
碓
で
足
先
よ
り
切
り
刻
ま
れ
た
が
、
子
春
は
全
く
動
じ
な
い
。

⑦
大
将
軍
の
命
令
に
よ
っ
て
、
斬
殺
さ
れ
た
子
春
の
魂
は
、
閻
羅
王
（
閻
魔
）

 
の
前
に
連
行
さ
れ
、
地
獄
の
責
め
苦
の
尽
く
を
味
わ
わ
さ
れ
た
挙
げ
句
、
宋

 
 
ぜ
ん
ほ

 
州
単
父
県
（
山
東
省
単
県
）
の
県
丞
の
家
に
女
性
と
し
て
再
生
さ
せ
ら
れ
る
。

⑧
絶
世
の
美
女
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
子
春
で
は
あ
る
が
、
相
変
わ
ら
ず

 
一
言
も
発
さ
ず
、
唖
女
と
見
な
さ
れ
る
。

⑨
そ
の
美
貌
の
噂
を
伝
え
聞
い
た
盧
と
言
う
進
士
志
望
の
人
の
強
い
懇
請
に

 
よ
っ
て
結
婚
。
一
子
を
も
う
け
る
が
、
相
変
わ
ら
ず
一
言
も
発
し
な
い
。

⑩
豊
春
が
一
言
も
発
し
な
い
の
は
、
自
分
を
馬
鹿
に
し
て
い
る
か
ら
だ
と

 
思
っ
た
夫
に
よ
り
、
子
供
が
惨
殺
さ
れ
た
の
を
見
た
子
春
は
、
思
わ
ず
声
を

 
漏
ら
す
。

⑪
 
術
は
破
れ
、
彼
は
も
と
居
た
一
屋
中
に
端
座
し
て
い
た
が
、
火
災
が
発
生
。

 
老
人
に
よ
っ
て
救
い
出
さ
れ
た
も
の
の
、
仙
薬
精
錬
は
失
敗
に
帰
し
た
。
人

唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
見
え
る
道
教
的
用
語
再
考
（
上
）

 
間
の
情
の
う
ち
、
「
愛
」
だ
け
が
捨
て
去
れ
な
か
っ
た
子
春
に
、
再
び
人
間

 
世
界
へ
戻
る
よ
う
諭
し
た
老
人
は
、
再
び
仙
薬
精
錬
の
作
業
に
取
り
か
か
る
。

⑫
俗
世
間
に
戻
っ
た
子
春
で
あ
っ
た
が
、
誓
い
を
守
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
老

 
人
に
詫
び
よ
う
と
、
再
び
華
山
雲
台
峰
に
登
っ
た
が
、
人
影
は
見
あ
た
ら
な

 
か
っ
た
。

 
こ
れ
ら
の
場
面
の
う
ち
、
「
試
し
」
ー
イ
ン
ド
説
話
や
仏
教
説
話
で
言
う
「
試

魔
」
1
と
呼
ば
れ
る
④
か
ら
⑩
、
特
に
④
か
ら
⑦
ま
で
の
場
面
に
、
道
教
的
色

彩
を
帯
び
た
用
語
が
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

 
 
 
 
 
二

 
 
ω
黄
冠
縫
岐

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ざ
な

 
杜
子
春
を
華
山
雲
台
峰
の
一
筆
に
誘
っ
た
老
人
が
、
そ
れ
ま
で
の
服
装
を

改
め
て
身
に
ま
と
っ
た
の
が
、
黄
冠
縫
岐
（
ま
た
は
、
黄
冠
緯
被
）
で
あ
っ
た
。

 
こ
の
う
ち
、
黄
冠
は
、
黄
色
い
か
ぶ
り
物
。
『
礼
記
』
巻
一
一
「
常
並
牲
」
に
、

野
夫
は
黄
冠
す
。
黄
冠
は
、
草
画
也
。

と
見
え
る
よ
う
に
、
元
来
は
、
草
で
作
ら
れ
た
農
民
の
か
ぶ
り
も
の
。
質
素
な

か
ぶ
り
も
の
を
称
し
た
が
、
宮
代
迄
に
は
、
道
士
の
か
ぶ
り
も
の
で
あ
る
と
の

認
識
が
持
た
れ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
よ
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
つ

○
李
淳
風
は
、
岐
州
は
雍
の
人
礫
。
其
の
先
太
原
よ
り
徒
る
。
父
播
は
、
階
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
画
聖
尉
な
る
も
、
秩
響
く
し
て
志
を
得
ず
。
官
を
棄
て
て
道
士
と
為
る
。
頗

（57）



唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
見
え
る
道
教
的
用
語
再
考
（
上
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
る
文
学
有
り
、
自
ら
黄
冠
子
と
号
す
（
『
旧
唐
書
』
巻
七
九
「
李
淳
風
伝
」
）

 
み
ニ
と
の
り
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
へ

○
詔
に
曰
く
、
「
故
道
士
、
鴻
臆
卿
員
外
磐
越
国
公
差
法
善
、
天
真
精
密
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
妙
理
玄
暢
（
中
略
）
黄
冠
を
保
ち
て
杖
つ
か
ず
、
紫
綬
を
加
へ
る
も
栄
と
せ

 
ず
（
『
旧
唐
門
』
巻
一
九
一
「
方
二
毛
・
葉
法
善
」
）

 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

○
道
士
を
称
し
て
黄
冠
子
と
日
ふ
は
、
跡
を
老
子
に
寄
せ
れ
ば
な
り
（
宋
、
胡

 
継
宗
『
書
言
故
事
』
道
教
類
）

と
あ
る
よ
う
に
、
や
が
て
は
こ
の
語
そ
の
も
の
が
、
道
士
の
別
称
に
な
っ
た
と

さ
れ
る
。

 
そ
れ
は
舌
代
の
人
々
の
考
え
方
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、
少
な
か
ら
ぬ
資

料
を
提
供
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
詩
に
も
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

○
諸
侯
傾
早
業
、
仙
客
整
黄
冠
（
張
子
容
「
雲
陽
豊
田
手
使
君
郡
道
士
夜
宴
」
『
全

 
唐
詩
』
巻
二
六
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

○
詣
閾
三
上
書
、
臣
非
黄
冠
師
（
韓
愈
「
送
張
道
士
」
『
全
』
三
四
五
）

○
数
里
縁
山
不
煙
柱
、
為
尋
真
訣
辞
忌
違
（
唐
墨
「
適
用
城
山
萢
賢
観
」
『
全
』

 
七
二
四
）

 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

○
慢
罵
山
上
見
黄
冠
、
松
柏
森
森
登
古
壇
（
護
国
「
逢
霊
道
士
」
『
全
』
八
一
こ

な
ど
と
見
え
る
こ
と
か
ら
も
、
う
か
が
う
事
が
出
来
る
。

 
 
 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
縫
被
は
、
先
行
の
注
釈
書
に
よ
れ
ば
、
「
縫
い
目
の
粗
い
袖
無
し
の
衣
」
、
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
あ
か
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
籾

れ
が
手
話
な
ら
ば
、
「
憂
い
袖
無
し
の
衣
」
と
さ
れ
る
。

 
破
は
、
漢
・
注
説
『
釈
名
』
「
釈
衣
服
」
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
ぶ

○
岐
と
は
披
也
。
之
を
肩
輿
に
跨
り
、
下
に
及
ば
ざ
る
な
り
。

と
あ
る
の
だ
が
、
管
見
で
は
、
正
史
や
一
般
の
詩
文
か
ら
は
、
縫
破
、
緯
被
い

ず
れ
の
用
例
も
見
出
し
得
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
縫
衣
」
、
「
壁
塗
」
の
用

例
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

 
こ
の
う
ち
、
「
縫
衣
」
は
脇
の
下
か
ら
両
脇
を
綴
っ
た
衣
。
『
荘
子
』
に
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
か
さ
ど

○
今
、
子
は
文
武
の
道
を
脩
め
、
天
下
の
弁
を
掌
り
、
以
て
後
世
を
救
ふ
。

 
ヘ
 
 
へ

 
縫
衣
浅
帯
し
、
言
を
矯
め
偽
り
行
ひ
、
以
て
天
下
の
主
を
迷
惑
し
て
、
富
貴

 
を
求
め
ん
と
欲
す
（
雑
篇
盗
妬
第
二
九
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
幻

と
あ
バ
へ
ま
た
、
『
墨
子
』
巻
一
二
「
公
孟
第
四
八
」
に
「
緯
衣
博
砲
」
と
あ
 
 
臣

る
の
に
清
、
孫
諮
譲
『
墨
子
間
詰
』
で
は
、
清
、
王
引
之
の
説
を
引
い
て
、

 
ヘ
 
へ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
る
い

○
当
量
と
は
、
大
洋
也
。
字
書
は
逢
に
作
り
、
又
縫
に
作
る
。

と
す
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
に
従
え
ば
、
縫
衣
と
は
緩
や
か
な
衣
服
を
言
う
の
で

あ
る
が
、
必
ず
し
も
道
士
の
装
束
と
限
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
よ
う
で
あ
る
。

 
こ
れ
ら
の
他
の
用
例
で
は
、

○
禄
山
対
側
門
侯
召
、
衣
帯
絶
、
不
知
所
為
、
孝
青
津
縷
浮
具
、
徐
為
靭
綻
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
禄
山
大
悦
、
尤
能
先
魚
取
情
。
禄
山
面
大
、
非
西
哲
縫
衣
不
能
勝
。
天
宝
末

 
官
大
将
軍
（
『
新
唐
書
』
二
二
 
誌
上
、
「
逆
臣
上
、
孫
孝
哲
」
）



な
ど
の
よ
う
に
、

出
さ
れ
る
。

 
こ
の
傾
向
は
、

さ
れ
る
、

「
衣
を
縫
う
」
と
言
う
動
詞
を
示
す
用
例
が
、
よ
り
多
く
見

唐
詩
に
お
い
て
、
よ
り
顕
著
で
あ
り
、
『
全
唐
詩
』
に
見
出

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

○
夜
深
聞
雁
腸
欲
絶
、
独
坐
縫
衣
燈
又
滅
（
劉
元
淑
「
妾
薄
命
」
巻
二
四
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

○
怨
喘
能
至
暁
、
独
自
瀬
縫
衣
（
沈
栓
期
「
雑
詩
三
首
其
一
」
巻
九
六
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

○
閨
夕
綺
窟
閉
、
佳
人
罷
縫
衣
（
孟
浩
然
「
寒
夜
」
巻
一
六
〇
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

○
敏
成
巻
墨
型
、
愁
思
瀬
上
衣
（
孟
浩
然
「
賦
得
盈
盈
櫻
上
女
」
巻
一
六
〇
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

○
河
辺
酒
家
堪
寄
宿
、
主
人
小
女
能
縫
衣
（
零
参
「
臨
河
客
舎
酒
断
明
府
兄
留

 
題
県
南
楼
」
巻
一
九
九
）

 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

○
織
素
縫
衣
独
苦
辛
、
遠
因
回
使
寄
征
人
（
張
籍
「
寄
衣
曲
」
巻
三
八
二
）

 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

○
断
煙
素
、
縫
衣
縷
（
李
賀
「
上
客
楽
」
巻
首
九
三
）

 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

○
破
尽
裁
縫
衣
、
忘
五
号
翰
墨
（
元
積
「
張
旧
堂
号
」
巻
四
〇
四
）

と
言
う
用
例
中
、
最
後
に
引
い
た
元
積
の
詩
を
除
き
、
「
縫
衣
」
と
い
う
名
詞

で
は
な
く
、
「
衣
を
縫
う
」
と
い
う
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
元
応
の

詩
で
も
、
「
翰
墨
」
と
の
対
応
か
ら
す
れ
ば
、
縫
衣
は
文
人
、
学
者
の
衣
服
を

指
す
も
の
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
緯
衣
は
、

 
 
 
 
 
あ
か

文
字
通
り
「
誓
い
衣
」

で
あ
り
、
『
後
漢
書
』
に
、

 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

○
光
武
緯
衣
大
冠
せ
る
を
見
る
に
及
び
、
皆
驚
き
て
曰
は
く
、
「
謹
厚
な
る
者

唐
代
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子
春
伝
」
に
見
え
る
道
教
的
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再
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）

亦
た
復
た
こ
れ
を
為
す
か
し
と
。

紀
第
一
上
）
。

乃
ち
梢
く
自
ら
安
ん
ず
（
巻
一
「
光
武
帝

と
あ
る
の
に
、
唐
、
李
如
上
は
後
漢
、
班
固
ほ
か
『
東
観
甲
信
』
に
、

○
上
時
、
緯
衣
大
冠
は
、
将
軍
の
服
也
。

と
有
る
の
を
引
く
。
ま
た
、
『
晋
書
』
に
、

○
漢
制
一
歳
に
五
郊
あ
り
。
天
子
と
事
を
執
る
者
と
は
、
服
す
る
所
各
々
方
色

 
の
如
く
す
。
百
官
の
事
を
執
ら
ざ
る
者
の
服
は
、
常
に
緯
衣
を
服
し
以
て
従

 
ふ
（
巻
二
五
「
輿
服
志
」
）
。

と
見
え
る
よ
う
に
、
位
階
を
示
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

 
こ
れ
に
対
し
、
後
漢
の
章
帝
が
、
御
殿
に
出
没
す
る
と
い
う
怪
し
の
も
の
の

服
装
を
「
緯
衣
披
髪
（
ざ
ん
ば
ら
髪
）
」
（
『
後
漢
書
』
巻
八
二
下
「
方
術
列
伝
下
・

解
奴
享
」
）
と
し
、
三
国
魏
の
公
孫
淵
源
の
屋
根
に
現
れ
た
妖
犬
も
、
「
冠
憤
慨

衣
」
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
し
（
『
魏
書
』
八
「
公
孫
淵
伝
」
）
、
『
捜
神
記
』
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
か

は
、
泰
山
府
君
の
使
者
を
「
緯
衣
の
駒
」
つ
ま
り
、
「
亡
い
衣
の
使
者
」
と
す

る
例
が
散
見
さ
れ
る
（
巻
四
「
胡
母
班
」
）
。
こ
れ
ら
の
伝
承
は
、
五
衣
が
位
階

の
一
つ
を
示
す
と
言
う
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
に
五
行
思
想
が
加
わ
り
、
更
に

は
赤
系
の
色
彩
に
一
種
の
呪
力
を
認
め
た
結
果
で
あ
ろ
う
か
。

 
唐
詩
で
は
、
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ヘ
 
 
へ

○
母
衣
台
下
列
、
黄
閤
謬
差
肩
（
沈
着
期
「
碧
潭
眉
描
崔
司
業
二
面
」
『
全
』

 
九
七
）

 
ヘ
 
 
へ

○
緯
衣
朝
聖
主
、
主
業
延
才
子
（
儲
光
義
「
秋
庭
胎
馬
九
」
『
全
』
＝
二
七
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

 
○
自
笑
吐
菌
還
酩
酊
、
日
斜
空
樽
緯
糸
廻
（
李
郵
「
奉
陪
斐
相
公
重
陽
日
遊

 
安
楽
池
亭
」
『
全
』
五
九
〇
）

 
ヘ
 
 
へ

○
緯
衣
披
払
露
盈
盈
、
淡
染
咽
脂
一
朶
軽
（
「
洛
下
女
郎
歌
・
二
首
其
二
」
『
全
』

 
八
六
七
）

と
あ
り
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
「
縫
衣
」
の
場
合
と
同
じ
く
、
道
士
の
服
装
と

の
認
識
を
示
し
た
も
の
は
な
く
、
ま
た
、
右
に
示
し
た
奇
談
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
も
の
も
な
い
。
は
じ
め
の
二
首
の
よ
う
に
位
階
を
示
す
も
の
も
含
め
て
、
そ

の
い
ず
れ
も
が
「
緯
い
衣
」
の
域
を
出
な
い
。

 
 
 
 
 
三

 
本
稿
の
注
9
で
も
少
し
く
触
れ
た
が
、
「
杜
子
春
里
」
の
注
釈
書
は
、
そ
の

拠
り
所
と
し
た
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
二
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
筆
者

が
参
照
し
た
注
釈
書
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

1
『
太
平
広
記
』
巻
一
六
（
出
李
仔
羊
『
続
玄
怪
録
』
）
を
拠
り
所
と
す
る
も
の
。

①
前
野
直
彬
編
『
唐
・
宋
小
説
集
』
（
中
国
古
典
文
学
大
系
第
二
四
巻
、
平

 
 
凡
社
、
一
九
六
八
年
）

②
内
田
泉
之
助
・
乾
一
夫
『
斗
出
伝
奇
』
（
〔
乾
一
夫
執
筆
〕
新
釈
漢
文
大
系

 
 
四
四
、
明
治
書
院
、
一
九
七
一
年
）

③
王
汝
濤
ほ
か
『
太
平
広
記
選
』
下
（
斉
魯
書
社
、
一
九
八
一
年
）

④
西
岡
晴
彦
・
高
橋
稔
『
六
朝
・
唐
小
説
集
』
（
〔
西
岡
晴
彦
執
筆
〕
中
国
の

 
 
古
典
3
2
、
学
習
研
究
社
、
一
九
八
二
年
）

⑤
編
者
不
詳
『
寸
座
伝
奇
』
（
同
筆
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）

H
明
、
清
の
テ
キ
ス
ト
（
牛
僧
儒
『
玄
怪
録
』
な
ど
）
を
拠
り
所
と
す
る
も
の
。

 
A
塩
谷
温
『
晋
唐
小
説
』
（
国
訳
漢
文
大
成
・
文
学
部
一
二
巻
、
国
民
文
庫

 
 
刊
行
会
、
一
九
二
〇
年
）

 
B
陳
舜
臣
『
も
の
が
た
り
唐
代
伝
奇
』
（
朝
日
文
庫
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九

 
 
八
三
年
）

 
C
即
製
・
宋
平
校
注
『
玄
怪
録
・
続
強
陣
録
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九

 
 
八
五
年
目

 
D
今
村
与
志
雄
『
唐
宋
伝
奇
集
』
下
（
岩
波
文
庫
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八

 
 
年
）

 
E
蘇
道
明
選
訳
『
玄
怪
録
・
続
玄
怪
録
』
（
漸
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）

 
こ
れ
ら
の
う
ち
、
1
の
系
統
の
テ
キ
ス
ト
は
、
原
文
に
「
緯
岐
」
と
あ
る
の

で
、
問
題
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
1
の
系
統
、
す
な
わ
ち
「
縫
被
」
と
す
る
テ

キ
ス
ト
を
拠
り
所
と
す
る
注
釈
書
の
う
ち
、
①
、
②
、
④
が
「
赤
い
う
ち
か
け
」

と
し
て
い
る
。

 
②
の
注
釈
書
の
執
筆
者
で
あ
る
乾
一
夫
氏
は
、
次
の
よ
う
に
こ
れ
を
説
明
す

る
。

真
っ
雑
な
う
ち
か
け
。
「
縫
」
は
、
「
緯
」
（
一
本
「
緯
」
に
作
る
）
の
仮
借
で
、

真
っ
赤
な
意
。
『
説
文
』
に
「
縫
は
大
赤
な
り
」
と
あ
る
（
同
書
三
六
四
頁
）
。
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「
論
考
1
」
に
引
い
た
、
清
、
朱
悪
声
『
説
文
解
字
通
訓
定
声
』
に
も
、

経
は
、
段
借
（
仮
借
に
同
じ
）
し
て
縫
と
為
す
。

と
あ
り
、

る
。

乾
説
を
補
強
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
に
も
問
題
が
あ
る
よ
う
で
あ

 
 
 
 
 
 
＊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊

 
縫
被
を
正
し
い
と
し
、
緯
被
の
仮
借
と
見
る
考
え
方
は
、
一
つ
の
有
力
な
可

能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
拠
り
所

と
な
っ
た
『
太
平
広
記
』
な
る
も
の
が
、
唐
代
伝
奇
を
見
る
上
で
最
も
信
頼
の

お
け
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
の
考
え
方
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
周
知
の
よ
う
に
『
太
平
広
記
』
は
、
北
宋
、
太
宗
の
太
平
興
国
二
年
（
九
七

 
 
り
ほ
う

七
）
、
李
肪
ら
が
勅
命
を
受
け
て
四
七
五
種
の
古
書
の
中
か
ら
、
奇
談
異
聞
の

類
を
抜
き
出
し
て
編
集
し
、
翌
三
年
に
出
来
上
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点

だ
け
を
見
れ
ば
、
明
、
清
の
頃
、
利
潤
を
第
一
と
し
た
当
時
の
民
間
の
葉
蜂
に

よ
っ
て
発
刊
さ
れ
た
校
訂
の
十
分
野
な
い
、
多
分
に
怪
し
げ
な
手
代
伝
奇
の
諸

本
に
比
べ
れ
ば
、
信
頼
を
置
く
こ
と
が
出
来
る
と
言
っ
て
良
い
。

 
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
は
、
完
成
後
三
年
目
の
太
平
興
国
六
年
、
出
版
の
勅

命
が
出
た
も
の
の
、
出
版
中
止
と
な
っ
た
。
最
近
の
研
究
に
依
れ
ば
、
宋
本
が

存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
は
い
る
が
、
北
宋
本
は
お
ろ
か
、
南
榎

本
も
現
存
し
な
い
。
現
行
の
最
も
信
頼
で
き
る
テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
る
注
紹
檀
点

校
『
太
平
広
記
』
（
中
華
書
局
、
一
九
六
一
年
）
が
拠
り
所
と
し
た
の
は
、
明

 
 
 
 
 
 
 
が
い
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
し
ょ
う

代
に
な
っ
て
、
談
憧
が
写
本
を
手
に
入
れ
て
、
泰
次
山
・
強
綺
膣
・
重
石
東

ら
と
校
訂
を
加
え
て
、
嘉
靖
四
五
年
（
一
五
五
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
を
底
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本
と
し
、
そ
れ
に
明
、
清
代
の
諸
本
を
参
照
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
こ
の
最
も
信
頼
で
き
る
と
言
わ
れ
る
中
華
書
局
本
で
す
ら
、
刊
行
さ
れ
て

四
十
数
年
が
経
過
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
同
書
の
版
本
研
究
の
め
ざ
ま
し
い
発

展
を
反
映
し
た
も
の
と
は
言
え
ず
、
程
毅
中
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
校

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
棚

訂
は
必
ず
し
も
誤
謬
が
な
い
と
は
言
え
ぬ
よ
う
で
あ
る
。

 
こ
れ
は
、
後
日
詳
細
に
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
増
子
が
北
京
国
家
図
書

館
善
本
室
で
閲
覧
し
た
『
太
平
広
記
』
の
諸
本
の
う
ち
、
江
紹
檀
氏
も
校
訂
に

用
い
た
と
い
う
明
、
呉
郡
の
華
氏
所
蔵
『
摂
氏
野
竹
斎
全
本
』
の
当
該
部
分
を

 
 
 
 
 
 
へ

見
る
と
、
「
言
々
緯
節
士
」
と
す
る
。
こ
れ
は
、
台
湾
商
務
印
書
館
か
ら
影
印

本
の
出
た
文
淵
閣
四
百
全
書
本
『
太
平
広
記
』
と
同
様
で
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
、

同
図
書
館
善
本
室
所
蔵
で
、
牛
僧
儒
『
玄
写
録
』
の
面
貌
を
比
較
的
良
く
伝
え

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
梱

る
と
さ
れ
る
明
、
本
業
翔
刻
本
『
幽
怪
録
』
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
抄
録
、

節
録
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
原
本
通
り
で
は
な
い
と
の
指
摘
は
あ
る
も
の
の
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
う
そ
う

南
宋
、
紹
興
六
年
（
一
一
三
六
年
）
に
成
っ
た
と
い
う
曾
燧
『
類
説
』
巻
二

「
病
母
膏
育
」
も
同
様
で
あ
っ
た
。

 
こ
れ
ら
を
全
て
「
後
世
の
妄
改
」
と
見
な
す
べ
き
か
否
か
。

 
 
 
 
 
四

 
道
教
の
文
献
に
目
を
転
ず
る
と
、
「
東
洋
學
研
究
者
の
た
め
の
電
磯
四
實
・

華
墨
社
」
（
¢
幻
い
年
ε
ミ
を
≦
≦
．
N
ヨ
σ
ロ
p
ξ
0
8
歩
碧
な
＼
～
α
o
匹
筈
鋤
＼
）
に
公
開

さ
れ
る
道
教
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
録
さ
れ
る
文
献
三
一
種
、
す
な
わ
ち
、

1
真
詰
、
2
登
真
吊
出
、
3
周
氏
冥
通
記
、
4
紫
陽
眞
人
内
伝
、
5
真
霊
位

業
図
、
6
度
男
結
四
注
、
7
無
上
秘
図
、
8
道
教
義
枢
、
9
道
門
経
法
相
承
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次
序
、
1
0
三
洞
奉
道
科
学
螢
始
、
1
1
陸
先
生
玉
門
予
々
、
1
2
太
真
玉
帝
四
極

明
科
経
、
1
3
雲
笈
七
籔
、
1
4
宗
玄
先
生
瞬
発
論
、
1
5
宗
玄
先
生
文
集
、
1
6
黄

庭
内
下
畑
経
、
1
7
悟
真
篇
（
修
真
十
書
）
、
1
8
西
昇
経
集
註
（
本
文
の
み
）
、

19

ｾ
上
老
君
説
常
清
静
経
註
、
2
0
老
子
説
五
厨
経
、
2
1
老
子
聖
壇
注
、
2
2
老

子
河
上
公
署
、
2
3
老
子
王
弼
注
、
2
4
老
子
玄
宗
注
、
2
5
老
子
玄
宗
疏
、
2
6
道

・
徳
黄
経
指
帰
（
道
蔵
本
）
、
2
7
養
性
延
命
録
、
2
8
一
書
、
2
9
玄
珠
録
、
3
0
赤

松
子
承
暦
、
3
1
太
上
宣
慈
助
化
章

か
ら
は
、
「
縫
被
」
 
・
「
石
衣
」
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

 
一
方
、
右
に
示
し
た
文
献
中
、
「
緯
岐
」
、
「
経
衣
」
の
用
例
は
、

 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

○
侍
者
爾
人
、
皆
緯
衣
。
進
坐
乃
留
日
、
徳
秀
之
美
、
感
興
幽
冥
。

〇
一
人
年
可
三
十
絵
。
黄
華
冠
雲
鳥
毛
衣
。
（
侍
者
四
人
。
執
紫
毛
節
。
上
流

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

 
金
鈴
。
此
鷹
眞
人
也
。
眞
詰
有
）
一
人
芙
蓉
冠
緯
繍
衣
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

○
乙
未
年
七
月
三
日
遅
。
有
国
女
人
肥
。
斉
著
青
衣
、
緯
緑
緑
衣
。
下
三
業
腰

 
帯
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

○
青
衣
玉
女
五
人
。
朱
衣
玉
童
七
人
（
中
略
）
緯
宥
羅
衣
（
以
上
、
『
周
氏
冥

 
通
記
』
）
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

○
正
一
法
師
。
玄
冠
黄
菅
緯
褐
緯
書
二
十
四
條
（
『
洞
玄
露
賓
三
洞
奉
道
科
戒

 
螢
始
』
）
。

 
 
 
 
 
 
 
・
…
 
 
 
 
 
 
 
欄

○
赤
紫
玉
上
君
衣
縫
章
濡
衣
（
『
無
上
秘
要
』
）

の
よ
う
に
、
少
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
、
し
か
も
、
真
人
、
雨
女
（
即
ち
仙
女
）
、

無
量
、
極
玄
天
太
虚
君
（
『
無
上
秘
曲
』
）
等
、
概
ね
常
人
を
超
越
し
た
存
在
の

着
衣
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
こ
の
よ
う
に
、
あ
か
い
着
衣
を
特
別
な
も
の
と
見
る
傾
向
は
、
先
に
示
し
た

志
怪
、
伝
奇
に
お
い
て
、
冥
界
の
使
者
の
着
衣
が
そ
う
で
あ
っ
た
の
と
通
底
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
こ
う
し
た
発
想
に
は
、
五
行
思
想
が
勿
論
深
く
関
わ
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、

こ
の
色
彩
に
、
火
、
血
、
そ
し
て
太
陽
か
ら
連
想
さ
れ
る
破
邪
の
威
力
を
認
め

た
古
代
以
来
連
綿
と
続
く
、
こ
の
国
の
人
々
の
思
い
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と

言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

 
さ
ら
に
、
道
教
関
係
の
文
献
か
ら
、
被
に
関
す
る
記
述
を
見
る
と
、

○
被
者
、
披
也
。
内
則
披
露
肝
心
、
無
諸
津
稼
、
外
則
披
揚
道
徳
、
開
悟
衆
生
、

 
使
内
外
開
通
、
彼
我
皆
済
、
随
時
教
化
、
救
度
衆
生
、
一
切
帰
依
、
此
最
為
 
 
幻

 
上
（
唐
、
張
万
福
『
三
洞
法
服
科
戒
文
』
）
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
田

と
あ
る
よ
う
に
、
道
教
上
の
重
要
な
法
服
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
事

が
分
か
る
。

 
今
日
の
道
教
関
係
の
解
説
書
に
よ
れ
ば
、
緯
衣
は
、
高
位
の
道
士
が
、
大
き

な
儀
式
に
際
し
て
着
用
す
る
も
の
。
内
側
は
、
青
く
、
そ
の
両
袖
は
寛
く
両
腕

を
開
い
た
時
に
は
、
ち
ょ
ど
四
角
形
と
な
る
よ
う
作
ら
れ
て
い
る
。

 
か
つ
て
、
「
論
考
2
」
で
、
図
と
共
に
示
し
た
が
、
そ
の
後
入
手
し
た
資
料

に
よ
れ
ば
、
今
日
道
士
た
ち
が
身
に
着
け
る
緯
衣
は
、
真
紅
の
地
に
金
糸
銀
糸

が
彩
ら
れ
、
「
緯
繍
衣
」
（
『
周
氏
冥
通
記
』
）
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
目
に
も
鮮

や
か
な
装
束
で
あ
る
。

 
秤
竿
の
隠
岐
が
こ
れ
と
全
く
同
じ
も
の
と
は
言
い
切
れ
ぬ
も
の
の
、
当
時
の



経
岐
も
か
く
や
と
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
脇
で
綴
っ
て
あ

る
こ
と
、
ま
た
緩
や
か
な
形
状
か
ら
、
「
縫
衣
」
と
言
っ
て
言
え
な
く
は
な
い
。

 
し
か
し
、
先
ず
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
は
、
目
も
彩
な
真
っ
罪
な
色
で
あ

る
。 

こ
れ
を
「
杜
子
春
雨
」
の
テ
キ
ス
ト
の
問
題
、
諸
種
の
文
献
、
と
り
わ
け
道

教
文
献
に
見
え
る
事
の
多
少
な
ど
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
敢
え
て
「
縫
被
」
と
し

て
、
こ
れ
を
「
緯
破
」
の
仮
借
と
見
る
こ
と
に
ど
れ
ほ
ど
の
整
合
性
が
あ
る
か

は
疑
問
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

【
注
】

1
①
「
唐
墨
伝
奇
『
杜
子
春
伝
』
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
日
本
文
学
研
究
』

＊ 
 
 
第
二
八
号
、
梅
光
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会
、
一
九
九
二
年
）

 
 
②
「
同
〔
続
〕
1
道
教
的
語
彙
を
中
心
に
」
（
『
同
誌
』
第
三
〇
号
、
同
会
、

 
 
 
一
九
九
三
年
）

 
 
③
「
同
㈹
1
い
わ
ゆ
る
『
試
し
』
の
場
面
の
二
つ
の
語
彙
を
め
ぐ
っ
て
一
」

 
 
 
（
『
同
誌
』
第
三
一
号
、
部
会
、
一
九
九
四
年
）

 
 
④
「
同
ω
1
破
局
を
予
想
さ
せ
る
二
つ
の
用
語
を
め
ぐ
っ
て
一
」
（
『
同
誌
』

 
 
 
第
三
二
号
、
同
会
、
一
九
九
五
年
）

 
 
⑤
「
同
㈲
1
小
結
l
」
（
『
同
誌
』
第
三
二
号
、
同
伴
、
一
九
九
五
年
）

 
 
 
な
お
、
小
考
で
は
、
①
を
「
論
考
1
」
と
し
、
以
下
「
論
考
2
」
、
「
論

 
 
 
考
3
」
、
「
論
考
4
」
、
「
論
考
5
」
と
称
す
る
。

襯
．
あ
．
」
と
は
、
次
に
示
す
ス
ト
ー
リ
あ
あ
ら
ま
し
を
参
照
さ
れ
た
い
．

＊
 
「
論
考
2
」

4
 
こ
こ
で
は
、
こ
の
沈
黙
の
業
が
、
仙
薬
精
錬
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
こ
と
は

＊唐
代
伝
奇
「
杜
三
春
伝
」
に
見
え
る
道
教
的
用
語
再
考
（
上
）

＊5＊6＊9＊8＊7＊ 12＊ 11 ＊ 10＊13

明
言
さ
れ
な
い
が
、
巨
大
な
仙
薬
を
作
る
た
め
の
炉
が
設
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
れ
が
う
か
が
わ
れ
る
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。

藁
な
ど
を
刻
む
「
押
し
切
り
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
「
論
考
3
」

参
照
）
。

「
杜
子
春
伝
」
に
は
、
何
種
類
か
の
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
が
、
『
太
平
広
記
』

で
は
、
李
復
号
『
続
玄
怪
録
』
に
収
め
る
と
し
て
、
「
黄
冠
縫
披
」
と
表
記
。

一
方
、
明
、
陳
馬
鐸
刻
本
『
下
穿
録
』
（
牛
僧
儒
『
玄
怪
童
』
。
こ
の
名
称

は
、
宋
人
が
王
朝
の
始
祖
玄
朗
の
「
玄
」
字
を
避
け
て
付
け
た
も
の
と
さ

れ
る
）
を
は
じ
め
と
す
る
諸
本
で
は
、
「
黄
冠
緯
被
」
と
表
記
す
る
。

「
論
考
2
」
参
照
。

『
全
唐
詩
』
は
、
以
下
『
全
』
と
表
記
し
、
巻
数
の
み
表
記
す
る
。

こ
れ
は
、
基
本
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
者
が
本
稿
注
6
に
示
し
た
二

系
統
の
テ
キ
ス
ト
の
い
ず
れ
か
に
依
っ
た
か
に
よ
り
、
二
つ
の
方
向
に
分

か
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
述
す
る
。

台
湾
中
央
研
究
院
の
漢
籍
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
潮
典
全
文
検
索
系
統

”
版
」
d
幻
い
葺
冥
＼
＼
≦
≦
≦
あ
巨
8
．
Φ
曾
・
号
＼
h
冒
。
・
-
げ
ヨ
＼
津
目
ω
≦
ω
に
よ
る
。

縫
衣
浅
帯
と
は
、
緩
や
か
な
衣
、
広
い
帯
。
儒
者
の
服
装
と
さ
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

○
其
皇
帝
得
以
作
縷
縫
衣
、
皇
后
得
上
作
巾
紫
而
已
（
『
後
漢
書
』
志
第

 
四
礼
儀
上
「
母
国
」
）
。

 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
 
へ

○
女
史
二
人
、
掌
三
衣
裁
二
丁
組
之
事
（
『
金
史
』
巻
五
七
、
設
営
三
八
「
百

 
官
三
」
宮
人
女
官
）
。

 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

○
挫
鍼
、
縫
衣
也
（
『
荘
子
』
巻
二
毛
「
人
間
世
」
に
付
せ
ら
れ
た
清
、

 
郭
慶
藩
『
荘
子
集
釈
』
の
疏
）
な
ど
。

蚊
疇
と
は
、
蚊
帳
。

（63）



唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
見
え
る
道
教
的
用
語
再
考
（
上
）

＊ 14＊15＊16＊ 17＊ 18＊19＊ 20

こ
の
他
、
『
太
平
広
記
』
巻
一
一
「
劉
葱
」
（
出
『
神
仙
伝
』
）
で
も
、
数

十
人
の
「
韓
衣
披
髪
」
の
怪
し
の
も
の
が
出
現
し
た
と
の
記
述
が
見
ら
れ

る
。六

朝
志
怪
、
唐
代
伝
奇
の
「
入
信
課
」
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
話
に
は
、
冥

界
か
ら
の
使
者
の
服
装
を
直
衣
、
朱
衣
、
赤
衣
と
す
る
も
の
が
多
い
。
こ

の
問
題
は
、
拙
稿
「
『
死
神
』
談
義
-
中
国
古
小
説
を
中
心
と
し
て
l
」

で
も
触
れ
た
（
佐
藤
泰
正
編
『
文
学
に
お
け
る
死
生
観
』
〔
梅
光
女
学
院

大
学
公
開
講
座
論
集
第
三
八
集
、
笠
間
選
書
一
七
三
、
一
九
九
六
年
〕
所

収
）
。
ま
た
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
後
に
改
め
て
触
れ
る
。

同
書
の
唐
代
伝
奇
の
部
分
は
、
そ
れ
以
前
に
出
た
同
氏
編
の
『
六
朝
・
唐
・

宋
小
説
集
』
（
中
国
古
典
文
学
全
集
第
六
巻
、
平
凡
社
、
一
九
五
八
年
）
、
『
唐

代
伝
奇
集
1
・
2
』
（
東
洋
文
庫
2
・
1
6
、
平
凡
社
、
一
九
六
三
、
六
四
年
）

と
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
い
か
ん
こ

『
古
今
説
海
』
な
ど
で
は
、
単
二
古
「
杜
子
下
伝
」
と
す
る
が
、
既
に
こ

れ
は
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
採
ら
な
い
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、

並
び
に
諸
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
「
論
考
5
」
参
照
。
よ
り
詳
し
く
は
稿

を
改
め
て
論
じ
た
い
。

こ
れ
と
同
じ
く
塩
谷
温
注
で
、
川
端
康
成
訳
の
『
杜
子
春
画
』
（
『
支
那
文

学
大
観
』
第
一
〇
巻
、
同
刊
行
会
、
一
九
二
六
年
）
も
同
じ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
民
間
業
者
の
発
刊
し
た
テ
キ
ス
ト
は
、
作
者
す
ら
妄
り
に
改
め

て
い
る
事
が
良
く
知
ら
れ
て
お
り
、
夙
に
魯
迅
が
、
『
唐
宋
伝
奇
集
』
所

収
の
「
稗
辺
小
綴
」
で
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
中
国
人
民
大
学
の
張
国
風
氏
が
精
力
的
に
論
文
を

纏
め
て
い
る
。
増
子
は
、
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
、
北
京
大

＊21＊ 22＊ 23＊ 24＊25

学
中
文
系
に
訪
問
学
者
と
し
て
滞
在
中
、
氏
と
会
談
す
る
機
会
を
得
て
、

そ
の
論
考
抽
印
を
恵
与
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
別
に
稿
を
改
め
て
紹
介

し
た
い
。

 
ま
た
、
国
内
の
論
考
と
し
て
は
、
富
永
一
登
「
『
太
平
広
記
』
の
諸
本

に
つ
い
て
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
五
九
巻
、
一
九
九
九
年
一
二

月
）
が
あ
り
、
極
め
て
参
考
に
な
っ
た
。
本
稿
の
記
述
も
、
多
く
氏
の
論

文
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
一
九
五
九
年
七
月
に
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
刊
行
さ

れ
た
テ
キ
ス
ト
を
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
（
江
紹
洋
弓
の
点
字
説
明
に
よ

る
。
人
民
文
学
出
版
社
本
は
、
近
藤
春
雄
『
中
国
学
芸
大
事
典
』
〔
大
修

館
書
店
、
一
九
七
八
年
〕
で
は
、
洋
本
七
冊
、
一
九
五
七
年
刊
と
す
る
が
、

刊
期
は
注
立
項
氏
の
記
述
と
一
致
し
な
い
）
。

江
紹
檀
氏
の
点
校
説
明
に
依
れ
ば
、
談
憧
本
は
三
種
あ
る
と
言
う
が
、
前

記
の
張
国
風
氏
が
、
北
京
図
書
館
（
現
国
家
図
書
館
）
で
、
第
四
種
目
の

テ
キ
ス
ト
を
発
見
し
た
（
張
国
風
「
試
論
『
太
平
広
記
』
版
本
古
寺
変
』
〔
『
文

献
』
一
九
九
四
年
第
四
期
）
。
増
子
も
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
国
家
図
書
館

で
実
見
し
た
。

同
氏
「
《
太
平
広
記
》
的
幾
種
版
本
」
（
『
社
会
科
学
戦
線
』
第
三
期
総
四

三
期
、
社
会
科
学
戦
線
雑
誌
社
、
一
九
八
八
年
）
。

陳
応
翔
刻
本
は
、
古
小
説
叢
刊
の
一
冊
と
し
て
活
字
本
と
な
っ
て
い
る
（
中

華
書
局
、
一
九
八
二
年
）
。
こ
の
指
摘
は
、
同
書
に
付
せ
ら
れ
た
程
毅
中

氏
の
点
校
説
明
に
よ
る
。

増
子
が
参
照
し
た
の
は
、
①
明
、
天
啓
（
＝
ハ
ニ
ー
～
二
七
）
刊
本
（
文

学
古
籍
刊
行
社
影
印
、
一
九
五
五
年
）
、
②
明
、
有
心
堂
抄
本
（
国
家
図

［64）



＊27＊26＊28＊29＊30

書
館
善
本
密
蔵
）
、
③
文
淵
閣
心
土
全
書
本
の
三
種
で
あ
る
（
ち
な
み
に
、

国
家
図
書
館
蔵
の
天
啓
刊
本
は
、
こ
の
部
分
を
欠
い
て
い
る
）
。

同
書
に
は
、
こ
の
他
一
三
例
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
他
、
こ
こ
に
示
し
た
道
教
文
献
の
中
、
赤
衣
、
朱
衣
、
下
衣
な
ど
の

用
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
本
稿
で
は
指
摘
す

る
に
と
ど
め
る
。

青
木
正
児
「
周
代
の
美
術
思
想
」
（
『
青
木
正
児
全
集
』
巻
一
所
収
、
春
秋

社
、
一
九
六
九
年
）
、
拙
稿
「
詩
経
色
彩
小
考
」
（
『
武
相
学
誌
」
2
、
武

相
学
園
、
一
九
七
八
年
）
。
但
し
、
冥
界
の
使
者
の
着
衣
が
あ
か
い
事
に

つ
い
て
は
、
古
代
イ
ン
ド
の
冥
界
の
王
者
哩
〉
ζ
〉
の
着
衣
が
、
血
の
色

を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
（
拙
稿
「
『
死
神
』
談
義
-
中
国
古
小
説
を
中
心
と
し
て
l
」
（
本

稿
注
1
5
参
照
）
。

 
ふ
せ
ん

胡
孚
環
主
編
『
中
華
道
教
大
辞
典
』
（
〔
陳
耀
庭
執
筆
〕
、
中
国
社
会
科
学

出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
。

新
た
に
入
手
し
た
資
料
と
は
、
『
道
教
文
物
」
（
台
湾
国
立
歴
史
博
物
館
刊
、

一
九
九
九
年
）
。
同
書
は
、
中
華
民
国
道
教
総
会
の
協
力
に
よ
っ
て
同
博

物
館
で
催
さ
れ
た
道
教
文
物
の
展
示
会
に
際
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
と
い

、
つ
。

 
こ
の
書
籍
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
北
京
大
学
滞
在
中
に
、
隣
接
す
る
清

華
大
学
の
葛
陽
光
氏
に
示
教
を
受
け
、
そ
の
後
、
台
湾
の
輔
仁
大
学
日
語

系
で
教
鞭
を
執
る
、
勤
務
校
の
卒
業
生
で
あ
る
中
村
祥
子
氏
の
手
を
煩
わ

せ
て
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
、
両
氏
に
感
謝
の
意
を
表

し
た
い
。

唐
代
伝
奇
「
杜
子
春
伝
」
に
見
え
る
道
教
的
用
語
再
考
（
上
〉

 
原
本
は
優
れ
た
印
刷
技
術
に
よ
っ
て
、
緯
衣
の
色
彩
を
余
す
と
こ
ろ
無

く
伝
え
る
が
、
本
稿
は
モ
ノ
ク
ロ
印
刷
と
い
う
制
約
の
為
、
十
分
そ
の
様

子
を
伝
え
ら
れ
ぬ
の
を
遺
憾
に
思
う
が
、
そ
の
形
状
だ
け
で
も
伝
え
ら
れ

れ
ば
と
思
い
、
敢
え
て
左
に
そ
の
写
真
を
載
せ
る
こ
と
と
し
た
。

緯衣図（『道教文物』台湾国立歴史博物館刊、1999年）

［65）


